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六
月
一
日
に
九
十
歳
で
逝
去
し
た
学
校
法
人
名
古
屋
電
気
学
園
総
長
、
後
藤
淳
先
生
の
本
葬
告
別
式

「
学
園
葬
」
が
七
月
三
日
、
名
古
屋
市
千
種
区
の
覚
王
山
日
泰
寺
で
営
ま
れ
ま
し
た
。
学
園
の
後
援
会
組

織
で
あ
る
名
古
屋
電
気
学
園
愛
名
会
の
元
会
長
・
神
尾
隆
氏
が
葬
儀
委
員
長
を
務
め
、
葬
儀
と
告
別
式
に

合
わ
せ
て
二
千
三
百
五
十
八
人
が
参
列
し
て
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

　

日
泰
寺
に
到
着
し
た
ご
遺

骨
、
お
位
牌
、
ご
遺
影
が
ご
遺

族
か
ら
神
尾
委
員
長
に
伝
達
さ

れ
、
午
前
十
一
時
半
か
ら
葬
儀

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

読
経
に
続
き
、
神
尾
委
員
長

が
式
文
を
読
み
上
げ
、
教
育
・

ス
ポ
ー
ツ
界
や
日
中
友
好
の
分

野
で
果
た
し
て
こ
ら
れ
た
先
生

の
業
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

　

弔
辞
は
、
先
生
と
同
郷
の
長

野
県
須
坂
市
出
身
、
遠
藤
守
信

信
州
大
学
特
別
特
任
教
授
・
愛

知
工
業
大
学
客
員
教
授
が
読
み

上
げ
ま
し
た
。

　

遠
藤
教
授
は
、
先
生
が
生
前

に
見
せ
た
名
電
高
生
と
の
心
の

触
れ
合
い
な
ど
に
触
れ
「
今
は

天
国
で
学
園
の
発
展
を
見
守
っ

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
で
し

ょ
う
」
と
ご
遺
影
に
語
り
か
け

ま
し
た
＝
２
面
に
弔
辞
全
文
。

　

程
永
華
駐
日
中
国
大
使
ら
の

弔
電
が
奉
読
さ
れ
た
後
、
読
経

が
流
れ
る
中
で
焼
香
が
始
ま
り

ま
し
た
。
先
生
の
生
前
の
幅
広

い
交
友
を
反
映
し
、
大
村
秀
章

愛
知
県
知
事
ら
政
財
界
、
教
育

界
、
中
国
総
領
事
な
ど
日
中
友

好
の
関
係
者
ら
二
百
二
十
七
人

が
次
々
と
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

ま
し
た
。

　

最
後
に
神
尾
委
員
長
と
喪
主

の
後
藤
泰
之
理
事
長
が
挨
拶
に

立
ち
、
後
藤
理
事
長
は
「
先
月

一
日
、
一
時
帰
宅
が
か
な
い
、

自
宅
へ
戻
り
、
そ
の
途
中
に
は

学
園
総
長
・
後
藤
淳
先
生
の
学
園
葬
を
斎
行

人
一
倍
思
い
の
強
か
っ
た
愛
知

工
業
大
学
名
電
高
等
学
校
へ
も

立
ち
寄
り
、
車
内
か
ら
手
を
振

る
ほ
ど
元
気
で
し
た
」
と
、
ご

様
子
が
変
わ
る
前
の
先
生
の
最

期
の
一
日
を
振
り
返
り
「
学
園

　　　　 　  故・後藤淳先生の主な経歴
昭和 32(1957) 年 4 月：学校法人名古屋電気学園に勤務
昭和 47(1972) 年 2 月：同・理事長（～ 2016 年 5 月）
                                       愛知工業大学学長（～ 2004 年 3 月）
　　　　　                     学校法人愛和学園理事長（～ 1999 年 3 月）
昭和 51(1976) 年 5 月：アジア卓球連合会長（～ 2001 年 5 月）
                                        （同年 5 月より終身名誉会長）
昭和 58(1983) 年 4 月：日本私立大学協会理事（～ 2008 年 3 月）
同年                    11 月：愛知県知事表彰「教育文化功労」受賞
昭和 59(1984) 年 4 月：「藍綬褒章」（教育功労）受章
昭和 63(1988) 年 4 月：愛知県私立大学協会会長（～ 2012 年 3 月）
平成 3(1991) 年 11 月：中国江蘇省「栄誉市民（名誉省民）」の称号授与
平成 8(1996) 年   1 月 ：愛知県日本中国友好協会会長（～ 2017 年 7 月）            
                                        （同年 7 月より名誉会長）
平成 11(1999) 年 5 月 ：愛知県体育協会会長（～ 2007 年 5 月）
                                        （同年 5 月より名誉会長）
平成 16(2004) 年 4 月 ：学校法人名古屋電気学園総長
同年                    11 月：「旭日中綬章」受章
平成 28(2016) 年 5 月 ：学校法人名古屋電気学園学園長（～ 2018 年 3 月）

の
た
め
に
何
事
も
真
っ
向
勝
負

で
ぶ
つ
か
っ
て
い
っ
た
亡
き
父

の
遺
志
を
受
け
継
ぎ
、
学
園
教

職
員
と
と
も
に
皆
様
の
力
を
お

借
り
し
、
飛
躍
、
発
展
さ
せ
て

い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と

結
び
ま
し
た
。

　

日
泰
寺
の
広
い
境
内
に
は
参

列
者
の
た
め
の
大
天
幕
が
設
営

さ
れ
、
暑
さ
を
し
の
い
で
い
た

だ
く
た
め
の
氷
柱
が
い
く
つ
も

立
て
ら
れ
ま
し
た
。
告
別
式
は

午
後
一
時
半
に
始
ま
り
、
制
服

姿
の
学
園
設
置
校
の
学
生
・
生

徒
を
含
む
二
千
人
余
が
参
列
。

次
々
と
本
堂
に
進
み
、
供
花
に

囲
ま
れ
て
微
笑
む
先
生
の
ご
遺

影
に
向
か
っ
て
手
を
合
わ
せ
ま

し
た
。

供花に囲まれたご遺影

挨拶をする後藤泰之理事長と
神尾隆葬儀委員長 （左）

焼香台で手を合わす設置校の生徒ら

学園葬弔辞

17氏が名誉教授に

高い就職率を維持

夏の甲子園で勝利

高校卓球３連覇

41回目全国大会へ
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日
本
私
立
大
学
協
会
常
務
理
事
、
愛
知
県
私
学
総
連
合

会
会
長
、ア
ジ
ア
卓
球
連
合
会
長
な
ど
、教
育
、ス
ポ
ー

ツ
、
産
業
の
広
い
分
野
で
要
職
を
多
く
歴
任
さ
れ
、
そ

の
重
責
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
ご
業
績
に
対

し
て
、「
旭
日
中
綬
章
」
を
受
章
、
日
本
体
育
協
会
「
特

別
功
労
」
受
賞
等
、
数
多
く
の
受
賞
の
栄
に
輝
か
れ
ま

し
た
。

　

思
え
ば
、
先
生
の
ご
尊
父
様
は
地
域
の
人
々
に
信
頼

さ
れ
慕
わ
れ
た
名
歯
科
医
で
し
た
。
た
く
さ
ん
の
患
者

さ
ん
が
早
朝
、
暗
い
う
ち
か
ら
列
を
作
っ
て
い
た
評
判

の
医
院
で
、
幼
か
っ
た
わ
た
く
し
も
母
と
一
緒
に
列
に

力
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
十
六
年
に
総
長

就
任
、
平
成
二
十
八
年
に
は
学
校
法
人

名
古
屋
電
気
学
園
学
園
長
に
就
か
れ
、

と
ど
ま
る
こ
と
な
く
ご
活
躍
さ
れ
、
教

育
界
と
社
会
に
広
く
貢
献
を
果
た
さ
れ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
文
武
両
道

の
一
流
校
と
し
て
愛
知
工
業
大
学
、
愛

工
大
名
電
高
校
を
中
心
と
す
る
学
園
の

確
か
な
地
位
を
築
か
れ
ま
し
た
。

　

先
生
は
、
学
外
で
の
要
職
も
多
数
お

務
め
に
な
り
ま
し
た
。
教
育
分
野
で
は

　

本
日
こ
こ
に
学
校
法
人
名
古
屋
電
気
学
園
総
長　

故

後
藤
淳
先
生
の
学
園
葬
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
ご
霊
前
に

哀
悼
の
辞
を
申
し
述
べ
ま
す
。

　

六
月
一
日
先
生
の
訃
報
に
接
し
、
落
胆
哀
愁
こ
の
上

な
く
、
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
後
藤
泰
之
理
事
長
、
学

長
先
生
は
じ
め
ご
親
族
そ
し
て
ご
関
係
者
が
医
師
団
と

と
も
に
最
善
を
尽
く
さ
れ
た
も
の
の
、
帰
ら
ぬ
人
と
な

ら
れ
ま
し
た
。

　

顧
み
ま
す
と
、
先
生
は
昭
和
四
十
七
年
名
古
屋
電
気

学
園
理
事
長
、
愛
知
工
業
大
学
学
長
に
就
任
さ
れ
、
卓

越
し
た
指
導
力
と
先
見
性
を
も
っ
て
学
園
の
発
展
に
尽

弔
辞 　

 　
　

遠
藤
守
信 

信
州
大
学
特
別
特
任
教
授
・
愛
知
工
業
大
学
客
員
教
授

並
び
、
ま
た
そ
の
後
、
歯
科
医
院
を
継
が
れ
た
ご
令
兄

様
に
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
先
生
は
何
不
自
由
な

く
名
家
で
お
育
ち
に
な
り
、
優
れ
た
教
育
者
、
学
園
経

営
者
と
し
て
の
豊
か
な
資
質
は
郷
里
須
坂
で
育
ま
れ
た

も
の
と
推
察
い
た
し
ま
す
。
旧
制
松
本
高
・
卒
業
後
の

一
時
、
栗
と
北
斎
で
有
名
な
小
布
施
町
に
あ
る
都
住
小

学
校
で
教
壇
に
立
た
れ
ま
し
た
。
当
時
の
教
え
子
と
今

日
に
至
る
ま
で
深
く
交
流
さ
れ
、
皆
さ
ん
か
ら
敬
愛
さ

れ
、
先
生
ご
自
身
の
教
育
の
原
点
と
し
て
誇
り
に
な
さ

れ
て
い
た
時
代
で
し
た
。
神
様
は
あ
な
た
の
教
育
者
、

学
園
経
営
者
と
し
て
の
類
ま
れ
な
る
天
賦
の
才
を
見
抜

驚
い
た
こ
と
は
生
徒
さ
ん
に
お
言
葉
を
か
け
ら
れ
、
心

の
通
じ
た
絆
を
確
か
に
持
た
れ
て
い
た
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
す
。
そ
し
て
生
徒
さ
ん
を
見
つ
め
る
総
長
先
生
の
慈

愛
に
満
ち
た
ま
な
ざ
し
に
学
園
の
発
展
を
不
動
に
し
て

こ
ら
れ
た
ご
実
績
の
源
を
知
っ
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

翻
っ
て
名
古
屋
大
学
ご
卒
業
の
折
も
直
接
の
恩
師
で

後
に
第
五
代
名
古
屋
大
学
総
長
と
な
ら
れ
る
篠
原
卯
吉

教
授
に
将
来
を
見
込
ま
れ
て
研
究
室
教
官
に
任
命
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
初
代
名
古
屋
電
気
学
園
理
事
長
で
愛

知
工
業
大
学
学
長
で
あ
ら
れ
た
後
藤
鉀
二
氏
に
嘱
望
さ

れ
、
奥
様
和
子
様
と
の
ご
縁
が
結
ば
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
名
古
屋
大
学
の
先
輩
で
日
本
電
気
学
会
会
長
や
名
古

屋
大
学
工
学
部
長
を
歴
任
さ
れ
た
故
家
田
正
之
教
授
、

故
宮
地
巌
教
授
と
、
日
本
を
代
表
さ
れ
る
電
気
工
学
の

世
界
的
権
威
か
ら
深
い
薫
陶
を
受
け
ら
れ
、
学
校
法
人

名
古
屋
電
気
学
園
理
事
長
、
総
長
と
し
て
磨
き
上
げ
ら

れ
た
天
賦
の
才
を
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
、
学
園
の
文

武
両
道
の
名
声
を
不
動
の
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
が
最
後
に
お
目
に
か
か
っ
た
の
は
半
年
前
に
、
病

室
を
お
見
舞
申
し
上
げ
た
時
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
い
つ

も
の
よ
う
に
未
来
を
見
つ
め
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
学

園
経
営
や
教
育
に
つ
い
て
お
話
し
く
だ
さ
り
、
将
来
に

わ
た
っ
て
名
古
屋
電
気
学
園
は
大
き
な
発
展
を
遂
げ
る

こ
と
を
確
信
を
持
っ
て
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。先
生
は
、

後
藤
泰
之
理
事
長
、
大
学
学
長
に
し
っ
か
り
と
王
道
学

を
伝
授
さ
れ
、
後
藤
尚
之
事
務
局
長
そ
し
て
教
職
員
の

皆
様
が
一
丸
と
な
っ
て
運
営
す
る
学
園
組
織
を
立
派
に

構
築
さ
れ
ま
し
た
。
か
か
る
盤
石
の
態
勢
で
、
後
藤
泰

之
理
事
長
、
大
学
学
長
の
も
と
学
園
が
さ
ら
に
発
展
さ

れ
る
こ
と
を
確
信
い
た
す
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
は

天
国
で
最
愛
の
ご
令
室
和
子
様
と
ご
一
緒
に
な
っ
て
、

ご
遺
族
の
皆
様
そ
し
て
学
園
の
発
展
を
見
守
っ
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

後
藤
淳
先
生
、
最
後
の
お
別
れ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
遠

い
空
の
か
な
た
か
ら
ご
親
族
の
皆
様
方
、
学
園
と
教
職

員
そ
し
て
学
園
で
学
ぶ
あ
な
た
が
こ
よ
な
く
愛
さ
れ
た

学
生
生
徒
諸
君
を
末
永
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

先
生
か
ら
多
大
な
ご
恩
を
受
け
た
大
勢
の
皆
様
に
な

り
か
わ
り
ま
し
て
衷
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。『
本

当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
』。

　

最
後
と
な
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
安
ら
か
に
お
休
み
く

だ
さ
い
。

　

そ
し
て
後
藤
淳
先
生
、『
さ
よ
う
な
ら
』。

　

御
霊
の
安
ら
か
な
ご
冥
福
を
祈
り
つ
つ
、
深
い
哀
惜

の
思
い
を
込
め
て
お
別
れ
の
言
葉
と
致
し
ま
す
。

き
、
先
生
の
人
生
に
そ
の
よ
う
な
大
き

な
使
命
を
課
せ
ら
れ
た
の
で
ご
ざ
い
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
そ
の
使
命
を
立
派
に

果
た
さ
れ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の

後
の
経
緯
は
葬
儀
委
員
長
様
が
式
文
の

中
で
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

過
日
、
先
生
の
ご
案
内
で
名
電
高
校

を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
折
の
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
す
。
立
派
な
学
園
に
育
て

上
げ
ら
れ
た
先
生
の
ご
業
績
に
感
動
し

き
り
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
何
よ
り
も

名
誉
教
授
の
皆
さ
ん
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学
園
は
七
月
十
七
日
、
愛
知
工

業
大
学
名
誉
教
授
の
称
号
を
澤
木

宣
彦
氏
（
元
工
学
部
電
気
学
科
教

授
）
は
じ
め
十
七
氏
に
贈
り
、
本

学
に
対
す
る
顕
著
な
功
績
を
称
え

ま
し
た
。
名
誉
教
授
と
な
ら
れ
た

方
々
は
累
計
で
九
十
五
人
と
な
り

ま
し
た
。

　

称
号
授
与
式
は
、
学
園
と
大
学

の
幹
部
が
出
席
し
て
八
草
キ
ャ
ン

パ
ス
本
部
棟
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

後
藤
泰
之
理
事
長
が
一
人
ひ
と
り

に
称
号
記
を
手
渡
し
た
後
、
各
氏

の
こ
れ
ま
で
の
尽
力
を
ね
ぎ
ら
う

挨
拶
を
し
「
こ
れ
か
ら
も
違
う
立

場
で
ご
助
言
・
ご
指
導
を
た
ま
わ

れ
ば
」
と
語
り
か
け
ま
し
た
。
こ

れ
に
応
え
、
稲
垣
愼
二
氏
（
元
工

学
部
応
用
化
学
科
教
授
）
が
受
称

者
を
代
表
し
て
「
今
年
は
過
去
最

大
人
数
の
私
た
ち
十
七
名
を
加
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は

大
学
が
発
展
す
る
姿
を
中
か
ら
見

守
り
、
そ
の
推
進
を
担
っ
た
り
、

お
手
伝
い
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
慌
た
だ
し
い
毎
日
を
過
ご
し

た
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
て

い
ま
す
。
い
た
だ
い
た
称
号
を
誇

り
と
し
、今
後
は
立
場
を
変
え
て
、

ま
す
ま
す
進
化
し
て
い
く
愛
知
工

業
大
学
の
姿
を
見
守
ら
せ
て
い
た

だ
き
、
何
ら
か
の
お
役
に
た
て
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
お
礼
の

挨
拶
を
し
ま
し
た
。

十七氏に名誉教授の称号を授与

名
誉
教
授
の
皆
さ
ん澤木宣彦氏 （元工学部電気学

科教授）
依田正之氏 （元工学部電気学
科教授）

稲垣愼二氏 （元工学部応用化
学科教授）

井上眞一氏 （元工学部応用化
学科教授）

尾之内千夫氏 （元工学部応用
化学科教授）

立木次郎氏 （元工学部応用化
学科教授）

渡辺修氏 （元工学部機械学科
教授）

岡田久志氏 （元工学部建築学
科教授）

松本壮一郎氏 （元工学部建築
学科教授）

岡崎一浩氏 （元経営学部経営
学科教授）

小田哲久氏 （元経営学部経営
学科教授）

鈴木達夫氏 （元経営学部経営
学科教授）

田村隆善氏 （元経営学部経営
学科教授）

野村重信氏 （元経営学部経営
学科教授）

黒河富夫氏 （元情報科学部情
報科学科教授）

末永康仁氏 （元情報科学部情
報科学科教授）

吉賀憲夫氏 （元基礎教育セン
ター総合教育教室教授）

挨拶する後藤泰之理事長
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高
い
就
職
率
を
維
持
　
全
国
三
位
、
私
大
二
位

　

愛
知
工
業
大
学
卒
業
生
の
就

職
状
況
は
、
今
春
も
全
国
三
位

と
好
成
績
を
維
持
し
ま
し
た
。

サ
ン
デ
ー
毎
日
八
月
五
日
号
に

掲
載
さ
れ
た
全
国
二
百
四
十
大

学
の
実
就
職
率
ラ
ン
キ
ン
グ
に

よ
る
と
、
卒
業
者
千
人
以
上
の

大
学
の
中
で
本
学
は
実
就
職
率

97
・
１
％
（
前
年
度
＝
以
下
同

じ
＝
97
・
１
％
）
で
全
国
三
位
、

私
大
で
は
二
位
、
東
海
地
区
で

は
一
位
で
し
た
。

　

一
方
、
本
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
が
ま
と
め
た
平
成
二
十
九

年
度
の
内
定
状
況
調
査
（
確
定

版
）
に
よ
る
と
、
内
定
率
は
三

学
部
合
計
で
99
・
６
％
（
98
・

８
％
）
で
、
学
部
別
で
は
工
学

部
99
・
５
％
（
99
・
３
％
）、

経
営
学
部

100
・
０
％（
97
・
０
％
）

情
報
科
学
部
99
・
５
％
（
98
・

１
％
）
と
、
い
ず
れ
も
前
年
度

を
上
回
り
ま
し
た
。
実
就
職
率

は
、
就
職
率
＝
就
職
者
÷
（
卒

業
者
－
進
学
者
）
と
計
算
す
る

た
め
、
就
職
者
を
就
職
希
望
者

で
除
し
た
内
定
率
に
比
べ
、
数

値
が
低
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。学

生
自
身
の
努
力
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
本

学
後
援
組
織
で
あ
る

「
愛
名
会
」
会
員
企
業

に
よ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

の
ほ
か
、
教
員
の
熱
心

な
就
職
指
導
や
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
の
様
々
な

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
、
学
生
一
人
ひ
と
り

の
主
体
性
を
促
す
総
合

的
な
キ
ャ
リ
ア
支
援
体

制
に
よ
り
、
全
国
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
実
就
職
率

を
維
持
し
て
い
ま
す
。

※
「
サ
ン
デ
ー
毎
日
」

の
デ
ー
タ
は
大
学
通
信

調
べ

 

十
二
回
目
と
な
る
愛
知
工
業

大
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
平
成

二
十
九
年
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共

同
研
究
成
果
報
告
）
が
六
月

十
五
日
、
総
合
技
術
研
究
所
視

聴
覚
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。
産

学
連
携
研
究
推
進
事
業
の
一
環

と
し
て
平
成
二
十
九
年
度
は

二
十
一
件
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

共
同
研
究
が
進
め
ら
れ
た
中
、

十
七
件
の
研
究
成
果
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

初
め
に
鈴
置
保
雄
所
長
が

「
研
究
者
が
社
会
の
ニ
ー
ズ
と

出
会
い
、
研
究
に
取
り
込
む
た

め
の
重
要
な
機
会
。
共
同
研
究

大
学
総
合
技
術
研
究
所
は
六

月
二
十
九
日
、
第
十
一
回
Ａ
Ｉ

Ｔ
テ
ク
ノ
サ
ロ
ン
を
研
究
所
内

の
視
聴
覚
室
で
開
き
ま
し
た
。

今
回
は
「
電
気
電
子
分
野
の
温

故
知
新　

玉
を
磨
い
て
器
と

す
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
電
気
学

科
の
四
教
員
が
身
近
な
技
術
や

材
料
の
見
直
し
・
活
用
に
つ
い

て
話
題
提
供
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
企
業
経
営
者
や
学
内

か
ら
合
わ
せ
て
五
十
二
人
が
参

加
し
、
挨
拶
に
立
っ
た
鈴
置
保

雄
所
長
が
テ
ク
ノ
サ
ロ
ン
の
経

緯
と
目
的
な
ど
を
話
し
ま
し

た
。
一
件
目
の
話
題
は
、
森
竜

を
盛
り
上
げ
、
こ
れ
か
ら
の
発

展
の
方
向
を
探
っ
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
建
築

学
科
の
瀬
古
繁
喜
教
授
に
よ
る

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
躯
体
の
施
工

の
信
頼
性
向
上
技
術
の
研
究
」

か
ら
報
告
が
始
ま
り
、
順
番
に

発
表
さ
れ
た
内
容
は
「
電
子
デ

バ
イ
ス
の
純
水
ス
プ
レ
ー
洗
浄

工
程
に
お
け
る
静
電
気
発
生
防

止
技
術
の
開
発
」「
自
己
伝
播

発
熱
素
材
と
光
技
術
に
よ
る
ウ

エ
ハ
総
合
技
術
開
発
と
そ
の
応

用
」「
Ａ
Ｉ
と
ハ
イ
パ
ー
ス
ペ

ク
ト
ル
カ
メ
ラ
を
利
活
用
し
た

建
設
材
料
性
状
の
自
動
評
価
シ

雄
教
授
に
よ
る
「
塗
っ
て
で
き

る
有
機
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽

電
池
の
魅
力
」。
有
機
ペ
ロ
ブ

ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
は
塗
布
で

簡
単
に
作
製
で
き
る
太
陽
電
池

で
、
高
性
能
な
セ
ル
の
作
製
方

法
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

二
件
目
は
、
清
家
善
之
教
授

に
よ
る
「
電
子
デ
バ
イ
ス
製
造

に
お
け
る
ス
プ
レ
ー
技
術　

～

自
動
車
塗
装
か
ら
ナ
ノ
製
膜
・

洗
浄
技
術
ま
で
～
」
で
、
電
子

デ
バ
イ
ス
の
感
光
材
料
や
有
機

薄
膜
の
ス
プ
レ
ー
成
膜
、
ス
プ

レ
ー
洗
浄
の
幅
広
い
利
用
技
術

に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。
三

件
目
は
、
竹
内
和
歌
奈
准
教
授

に
よ
る
「
次
世
代
光
電
融
合
デ

バ
イ
ス
に
向
け
た
Ⅳ
族
液
晶
半

導
体
の
材
料
開
発
」。
Ｇ
ｅ
、

Ｓ
ｎ
と
い
っ
た
Ⅳ
族
元
素
を
複

数
混
ぜ
る
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
機
能
デ
バ
イ
ス
を
作
成

で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
話
し
ま

し
た
。
最
後
の
話
題
提
供
は
小

塚
晃
透
教
授
に
よ
る
「
超
音
波

の
力
学
的
応
用
」
で
、
超
音
波

に
よ
る
物
体
の
捕
捉
・
移
動
技

術
や
超
音
波
霧
化
技
術
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
終
了
後
の
交
流
サ

ロ
ン
で
軽
食
を
と
り
な
が
ら
和

や
か
に
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

ス
テ
ム
構
築
」「
ラ
イ
フ
ロ
グ

や
環
境
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
状

況
認
識
手
法
に
関
す
る
研
究
」

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
具
体
的

な
実
験
環
境
や
今
後
の
見
通
し

な
ど
に
つ
い
て
活
発
に
質
疑
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

企
業
と
共
同
で
研
究
に
取
り

組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共
同
研
究

は
本
学
独
自
の
マ
ッ
チ
ン
グ
フ

ァ
ン
ド
で
、
公
募
の
う
え
採
択

し
た
研
究
を
総
合
技
術
研
究
所

が
支
援
し
ま
す
。
企
業
か
ら
提

供
さ
れ
た
研
究
経
費
と
同
額
、

ま
た
は
全
額
を
本
学
が
助
成

し
、
毎
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

成
果
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共
同
研
究
か
ら
十
七
件
の
成
果
を
発
表　

Ａ
Ｉ
Ｔ
テ
ク
ノ
サ
ロ
ン
「
電
気
電
子
分
野
の
温
故
知
新
」

愛名会企業による学内企業展 （３月） には最多の６８２社が参加

超
攻
撃
野
球
、
夏
の
甲
子
園
で
勝
利
を
つ
か
む
！



学 園 だ よ り（5） 平成30年9月15日 第171号

　

第
百
回
記
念
大
会
を
見
据
え

整
備
し
た
後
藤
淳
記
念
球
場
で

鍛
え
抜
い
た
「
超
攻
撃
野
球
」

が
、
大
き
く
開
花
し
ま
し
た
。

愛
工
大
名
電
高
校
野
球
部
は
、

第
百
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選

手
権
記
念
大
会
の
西
愛
知
大
会

決
勝
（
七
月
二
十
八
日
・
岡
崎

市
民
球
場
）
で
東
邦
高
校
を
９

―
４
で
下
し
、
五
年
ぶ
り
十
二

回
目
の
夏
の
甲
子
園
出
場
を
果

た
し
ま
し
た
。

甲
子
園
初
戦（
八
月
十
一
日
）

は
二
回
戦
か
ら
の
登
場
で
、
三

重
県
の
白
山
高
校
と
の
東
海
対

決
と
な
り
ま
し
た
。
２
本
塁
打

を
含
む
15
安
打
を
放
ち
10
得

点
、
室
田
祥
吾
―
秋
山
凌
祐
両

投
手
の
完
封
リ
レ
ー
に
よ
り
、

10
―
０
の
快
勝
。
一
九
八
八
年

以
来
、
遠
ざ
か
っ
て
い
た
夏
の

甲
子
園
で
の
勝
利
を
三
十
年
ぶ

り
に
も
の
に
し
ま
し
た
。
世
間

の
関
心
は
初
出
場
の
白
山
高
校

に
集
ま
り
が
ち
で
し
た
が
、
吹

奏
楽
部
と
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

部
が
リ
ー
ド
す
る
大
声
援
は
試

合
の
主
導
権
が
相
手
に
渡
る
こ

と
を
許
さ
ず
、
最
後
ま
で
選
手

た
ち
に
力
を
送
り
ま
し
た
。

　

続
く
三
回
戦（
八
月
十
六
日
）

で
は
東
兵
庫
代
表
の
報
徳
学
園

と
対
戦
。
安
井
太
規
選
手
が
２

試
合
連
続
と
な
る
本
塁
打
を
放

つ
も
２
―
７
で
敗
れ
ま
し
た
。

一
九
八
一
年
以
来
三
十
七
年
ぶ

り
と
な
る
夏
の
甲
子
園
ベ
ス
ト

８
以
上
の
目
標
は
か
な
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
ス
タ
ン
ド
を
紫

の
名
電
カ
ラ
ー
に
染
め
た
大
応

援
団
か
ら
、
堂
々
と
戦
っ
た
選

手
た
ち
に
惜
し
み
な
い
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

超
攻
撃
野
球
、
夏
の
甲
子
園
で
勝
利
を
つ
か
む
！
　

後
藤
淳
記
念
球
場
（
春
日
井

総
合
運
動
場
内
）
は
、
そ
れ
ま

で
の
練
習
球
場
を
半
年
か
け
て

全
面
改
修
し
、
六
月
に
逝
去
し

た
学
園
総
長
・
後
藤
淳
先
生
の

名
を
冠
し
て
二
〇
一
六
年
五
月

に
完
成
し
ま
し
た
。
本
塁
か
ら

両
翼
へ
は
百
メ
ー
ト
ル
、
中
堅

へ
は
百
二
十
二
メ
ー
ト
ル
と
阪

神
甲
子
園
球
場
を
も
上
回
る
規

模
を
持
ち
、
こ
の
球
場
か
ら
甲

子
園
を
目
指
し
て
ほ
し
い
と
い

う
総
長
先
生
の
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

ノ
ー
シ
ー
ド
か
ら
勝
ち
上
が

っ
た
西
愛
知
大
会
で
は
七
試
合

中
、
一
点
を
争
っ
た
接
戦
が
四

試
合
も
。「
三
回
は
壁
が
あ
る

と
選
手
た
ち
に
は
言
っ
て
き
た

が
、ま
さ
か
そ
れ
が
四
回
と
は
」

と
倉
野
光
生
監
督
が
驚
く
ほ
ど

激
闘
の
連
続
で
、
勝
つ
た
び
に

た
く
ま
し
さ
を
増
し
た
選
手
た

ち
に
は
、
ま
さ
に
総
長
先
生
の

思
い
を
乗
せ
た
と
思
わ
せ
る
力

強
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

甲子園初戦を突破し、 アルプス席へ駆けだす選手たち

先制適時打を放った主将
の西脇大晴選手歓喜に沸くアルプス席

倉野光生監督にとって初、 夏の甲子園に響き渡った校歌

継投で勝利をつかんだ秋山凌祐 （写真㊨）
・ 室田祥吾 （同㊧） 両投手

甲子園出発前のひととき、 激励に訪れた後藤泰之理事長と

「球史を刻み続けて
夏百回　　ああ栄冠
は名電健児に輝く」　

　後藤淳記念球場前に
立てられた百回大会記
念のモニュメント
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高
校
吹
奏
楽
部
が
四
十
一
回
目
の
全
国
大
会
出
場
へ

愛
工
大
名
電
高
校
卓
球
部
が

今
夏
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
三
年

連
続
十
七
回
目
の
全
国
制
覇
を

成
し
遂
げ
ま
し
た
。
個
人
戦
で

も
ダ
ブ
ル
ス
で
田
中
佑
汰
選
手

（
主
将
三
年
）・
加
山
裕
選
手（
二

年
）
が
名
電
と
し
て
四
連
覇
と

な
る
優
勝
を
果
た
し
た
ほ
か
、

田
中
選
手
は
シ
ン
グ
ル
ス
で
も

準
優
勝
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
卓
球
競
技
は

八
月
四
～
八
日
に
豊
田
市
の
ス

カ
イ
ホ
ー
ル
豊
田
で
開
か
れ
、

学
校
対
抗
決
勝
は
鶴
岡
東
（
山

形
県
）
と
の
対
戦
に
な
り
ま
し

た
。一
番
手
の
曽
根
翔
選
手（
一

年
）
は
２
ゲ
ー
ム
落
と
し
た
後

の
猛
攻
で
３
ゲ
ー
ム
連
取
し
、

逆
転
勝
利
。
続
く
二
番

の
田
中
選
手
、
三
番
ダ

ブ
ル
ス
の
田
中
・
加
山

選
手
と
も
に
３
―
０
で

完
勝
、
ス
ト
レ
ー
ト
で

優
勝
を
つ
か
み
ま
し

た
。

　

高
校
卓
球
部
は
春
の

選
抜
と
合
わ
せ
、
こ
れ

で
全
国
大
会
七
連
勝
で

す
。
後
藤
淳
総
長
先
生

の
逝
去
を
受
け
て
チ
ー

ム
は
喪
章
を
つ
け
て
大

会
に
臨
み
、
今
枝
一
郎

監
督
は
「
少
し
で
も
恩

返
し
が
で
き
て
本
当
に

よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
地
元
開
催
と
い
う

こ
と
も
か
な
り
前
か
ら

意
識
し
て
い
ま
し
た
の

高
校
卓
球
部
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
学
校
対
抗
三
連
覇
（
優
勝
十
七
回
目
）

で
、
こ
の
優
勝
は
格
別
に
う
れ

し
い
で
す
」
と
安
堵
の
表
情
を

浮
か
べ
ま
し
た
。

　

日
本
代
表
選
手
た
ち
を
擁
し

た
昨
年
の
ド
リ
ー
ム
チ
ー
ム
と

は
異
な
り
、
今
年
の
チ
ー
ム
は

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
精
神
を
忘

れ
ず
に
戦
い
抜
き
ま
し
た
。
今

枝
監
督
は
「
ま
ず
私
自
身
が
重

圧
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
な
い
よ
う

に
意
識
し
ま
し
た
。『
勝
て
よ
』

と
怖
い
顔
を
し
て
選
手
た
ち
に

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
伝
染
す
る
の

は
よ
く
な
い
と
考
え
、
笑
顔
を

忘
れ
ず
、
攻
め
る
姿
勢
を
貫
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
振
り

返
り
ま
す
。

　

個
人
戦
で
も
、
ダ
ブ
ル
ス
で

大
会
初
の
ベ
ス
ト
８
に
四
組
、

ベ
ス
ト
４
に
三
組
、
決
勝
も
同

インターハイ３連覇を成し遂げた愛工大名電高校卓球部

名
電
中
学
卓
球
部
は
広
島
県

立
総
合
体
育
館
で
八
月
二
十
三

～
二
十
五
日
に
開
か
れ
た
全
国

中
学
校
卓
球
大
会
で
、
団
体
戦

六
連
覇
こ
そ
逃
し
た
も
の
の
、

個
人
戦
で
三
選
手
が
ベ
ス
ト
４

に
入
る
活
躍
を
見
せ
ま
し
た
。

勝
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
準
決

勝
で
濵
田
選
手
と
対
戦
し
た
鈴

木
颯
選
手
（
二
年
）
も
三
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
今
夏
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
で
は
、
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
部
の
井
上
誉
聡
選
手
が
男
子

エ
ペ
準
優
勝
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
が
ベ
ス
ト
８
、
水
泳
競
技
部

の
若
林
佑
希
子
選
手
が
公
開
競

技
の
女
子
３
㍍
シ
ン
ク
ロ
飛
び

板
飛
び
込
み
優
勝
な
ど
の
成
績

を
収
め
ま
し
た
。

個
人
戦
決
勝
は
名
電
の
谷
垣

佑
真
選
手
（
三
年
）
と
濵
田
一

輝
選
手
（
三
年
）
の
同
士
討
ち

と
な
り
、
フ
ル
ゲ
ー
ム
ま
で
も

つ
れ
る
接
戦
の
末
に
谷
垣
選
手

が
初
優
勝
、
濵
田
選
手
が
準
優

全
中
卓
球
個
人
戦
で
一
～
三
位
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

男
子
エ
ペ
で
準
優
勝
ほ
か
、
今
夏
の
全
国
大
会
の
活
躍

個人戦を制した
谷垣佑真選手
（写真提供 ： ニッ
タクニュース）

男子エペ準優勝の
井上誉聡選手

士
討
ち
の
活
躍
。
シ
ン
グ
ル
ス

で
も
優
勝
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
ベ
ス
ト
８
に
三
人
と
、
名

電
の
力
を
存
分
に
見
せ
つ
け
ま

し
た
。

　
「
田
中
キ
ャ
プ
テ
ン
が
チ
ー

ム
を
よ
く
ま
と
め
て
く
れ
ま
し

た
。
プ
レ
ー
だ
け
で
な
く
、
私

生
活
で
も
絶
大
の
信
頼
を
お
け

る
行
動
、
活
躍
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。
シ
ン
グ
ル
ス
で
は
決
勝

で
敗
れ
三
冠
王
に
は
な
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
団
体
、
ダ
ブ
ル

ス
の
二
冠
と
シ
ン
グ
ル
ス
準
優

勝
と
い
う
結
果
は
大
会
の
Ｍ
Ｖ

Ｐ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」。
主

将
の
努
力
を
こ
う
ね
ぎ
ら
っ
た

今
枝
監
督
は
「
今
後
も
理
事
長

先
生
を
は
じ
め
亡
く
な
ら
れ
た

総
長
先
生
、
学
校
、
学
園
関
係

者
の
方
々
へ
の
感
謝
を
忘
れ

ず
、
大
学
、
中
学
卓
球
部
と
力

を
合
わ
せ
、
世
界
を
目
指
し
、

よ
り
一
層
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
」
と
、
さ
ら
な
る
活
躍
を
誓

い
ま
し
た
。　

 

逆転勝利した曽根翔選手

田中佑汰選手 （右） ・ 加山裕選手
は個人戦ダブルスでも頂点に
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高
校
吹
奏
楽
部
が
四
十
一
回
目
の
全
国
大
会
出
場
へ

八
月
二
十
六
日
に
名
古
屋
国

際
会
議
場
で
開
か
れ
た
東
海
吹

奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
高
校
吹
奏

楽
部
が
金
賞
に
輝
き
、
東
海
支

部
代
表
と
し
て
十
月
二
十
一
日

に
同
会
場
で
開
か
れ
る
全
国
大

会
に
四
十
一
回
目
の
出
場
（
高

校
部
門
全
国
最
多
）を
し
ま
す
。

　

一
方
、
同
部
の
サ
マ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
は
七
月
十
六
日
に
日
進

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
、
十
九
日

に
名
古
屋
国
際
会
議
場
セ
ン
チ

ュ
リ
ー
ホ
ー
ル
で
、
そ
れ
ぞ
れ

開
か
れ
ま
し
た
。
両
会
場
と
も

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
三
部
構
成
で
、

百
八
十
人
の
部
員
が
織
り
な
す

華
や
か
な
演
奏
が
会
場
の
吹
奏

楽
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

伊
藤
宏
樹
教
諭
の
指
揮
に
よ

り
、
第
一
部
は
二
〇
一
八
年
度

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
課

題
曲
の
「
コ
ン
サ
ー
ト
・
マ
ー

チ
『
虹
色
の
未
来
へ
』」「
マ
ー

チ
・
ワ
ン
ダ
フ
ル
・
ヴ
ォ
ヤ
ー

ジ
ュ
」
な
ど
三
曲
を
演
奏
。
第

二
部
の
一
曲
目
「
シ
ン
フ
ォ
ニ

ア
・
ノ
ビ
リ
ッ
シ
マ
」
で
は
、

同
部
Ｏ
Ｂ
で
新
任
顧
問
の
遠

山
翔
大
先
生
が
指
揮
を
と
り

ま
し
た
。

　

こ
の
後
も
「
歌
劇
『
ア
イ

ー
ダ
』よ
り『
凱
旋
行
進
曲
』」

や
、
三
月
末
の
オ
ー
ス
ト
リ

ア
演
奏
旅
行
で
も
披
露
し
た

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ジ
ュ
ビ
レ

ー
シ
ョ
ン
」（
同
部
第
五
十

回
定
期
演
奏
会
記
念
委
嘱
作

品
）、
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
名
曲

「
愛
の
讃
歌
」
な
ど
を
次
々

と
演
奏
。
第
三
部
の
曲
目
で

は
恒
例
と
な
っ
た
一
年
生
部

員
た
ち
の
楽
し
い
演
出
や
、

ス
タ
ン
ド
の
応
援
風
景
を
再

現
し
た
「
名
電
野
球
応
援
メ

ド
レ
ー
」
も
登
場
し
、
満
席

の
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

サマーコンサートで華麗な演奏を披露する高校吹奏楽部

　

第
十
回
社
会
人
防
災
マ
イ
ス

タ
ー
養
成
講
座
の
修
了
式
が
七

月
二
十
四
日
、
本
山
キ
ャ
ン
パ

ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
講

座
は
、
職
場
や
地
域
で
の
災
害

対
策
・
被
災
者
支
援
の
リ
ー
ダ

ー
と
な
る
専
門
家
養
成
を
目
的

に
、
本
学
の
地
域
防
災
研
究
セ

ン
タ
ー
が
毎
年
開
講
し
て
い
ま

す
。
講
義
へ
の
出
席
と
各
科
目

レ
ポ
ー
ト
を
総
合
評
価
し
、
全

科
目
に
合
格
し
た
受
講
生
に
学

校
教
育
法
に
基
づ
い
て
後
藤
泰

之
学
長
か
ら
履
修
証
明
書
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
、
企
業
や
地
域
の

防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
な
ど
か

ら
八
人
の
受
講
生
が
参
加
し
ま

し
た
。
昨
年
十
月
か
ら
自
由
ヶ

丘
と
本
山
の
両
キ
ャ
ン
パ
ス

で
、本
学
や
名
古
屋
工
業
大
学
、

大
同
大
学
の
教
員
ら
講
師
か
ら

「
企
業
防
災
論
」「
建
築
防
災
論
」

な
ど
の
講
義
を
受
け
た
ほ
か
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
現
場
実
習
の

防
災
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
最
終
の
研
究
発
表

に
続
い
て
修
了
式
が
あ
り
、
優

秀
な
成
績
を
収
め
た
白
木
峰
昌

さ
ん
、
武
藤
恵
子
さ
ん
、
竹
内

亮
平
さ
ん
の
三
人
が
優
秀
賞
の

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
ほ
か
の

五
人
も
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
横
田
崇
・
地
域
防
災
研
究

セ
ン
タ
ー
長
が
「
き
ょ
う
が
終

わ
り
で
な
く
始
ま
り
と
思
っ
て

実
際
の
活
動
を
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
」
と
期
待
す
る
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

「
Ａ
Ｉ
Ｔ
（
愛
知
工
業
大
学
）」

の
名
入
り
の
帽
子
を
贈
ら
れ
た

修
了
者
た
ち
は
、
最
後
に
そ
の

帽
子
を
投
げ
上
げ
て
修
了
を
祝

い
ま
し
た
。　

防
災
マ
イ
ス
タ
ー
講
座
修
了
式修了を祝って帽子を投げ上げる皆さん

夏
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
四
千
五
百
二
十
八
人
が
来
場

　

七
月
二
十
一
、二
十
二
の
両

日
、
大
学
の
夏
の
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
が
八
草
と
自
由
ヶ
丘

の
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
両
日
合
わ
せ
て

四
千
五
百
二
十
八
人
（
高
校
生

二
千
八
百
三
十
六
人
、
保
護

者
千
二
百
四
十
九
人
、
一
般

四
百
四
十
三
人
）
が
来
場
し
、

今
夏
も
受
験
生
の
関
心
の
高
さ

が
表
れ
ま
し
た
。
両
キ
ャ
ン
パ

ス
で
は
各
専
攻
の
学
生
た
ち
が

八
十
を
超
え
る
テ
ー
マ
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
繰
り
広

げ
、
日
ご
ろ
の
研
究
成
果
を
熱

心
に
発
表
し
ま
し
た
。

八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
今

年
も″
理
工
系
ガ
ー
ル
〟
を
対

象
に
し
た
相
談
ブ
ー
ス
や
女
子

学
生
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
の
企
画
が
人
気
を
集

め
ま
し
た
。
大
学
で
イ
ン
テ
リ

ア
の
勉
強
を
志
す
岐
阜
県
内
の

女
子
高
生
は
「
幅
広
い
知
識
が

必
要
に
な
る
こ
と
が
デ
モ
を
通

じ
て
分
か
り
、
収
穫
で
し
た
」

と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

自
由
ヶ
丘
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は

恒
例
と
な
っ
た
「
自
由
ヶ
丘

キ
ャ
ン
パ
ス
祭
」
が
同
時
開
催

さ
れ
、
近
隣
の
人
た
ち
も
来
場

し
て
学
生
の
バ
ン
ド
演
奏
や
屋

内
イ
ベ
ン
ト
、
模
擬
店
な
ど
を

楽
し
み
ま
し
た
。 

人気を集めた学生フォーミュラ
の走行デモンストレーション
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【平成29年度決算の概要】 
 

 学校法人名古屋電気学園の平成２９年度決算の概要は、以下の通りです。 
 
資金収支計算書（会計年度に行った諸活動に対応する全ての収入

と支出の内容と当該年度に係る支払資金の収入と支出のてん末

を明らかにしたもの） 
「収入・支出の部合計」は２３８億１千万円となり、「施設関

係支出」には、大学バイオ環境化学実験棟建設費用および大学自

由ヶ丘キャンパス増築建設費用等が含まれています。 
事業活動収支計算書（経常的な収支と臨時的な収支を区分し、経

常的な収支は、更に教育活動収支と教育活動外収支に区分するこ

とによって、それぞれの収支状況を明らかにしたもの） 
「教育活動収支差額」と「教育活動外収支差額」を合算した「経

常収支差額」は、△１千８百万円となり、これと「特別収支差額」

の５千１百万円を合計した「基本金組入前当年度収支差額」は、

３千２百万円となりました。 
「基本金組入額」１１億１千万円を組入れた後の「当年度収支

差額」は△１０億８千万円となり、これに「前年度繰越収支差額」

を合算した「翌年度繰収支差額」は△１０７億３千万円となりま

した。 
貸借対照表（年度末における資産、負債、純資産の財政状態を表

すもの） 
「資産の部合計」は６３４億 9 千万円、「負債の部合計」は、

６２億９千万円、基本金に繰越収支差額を合算した「純資産の部

合計」は５７１億９千万円となりました。 

 詳しくは、名古屋電気学園ホームページの「事業報告・財務状

況【名古屋電気学園‐学園データ】」をご覧ください。 
 
 

資金収支計算書 

（平成29年4月1日から平成30年3月31日まで） 

（単位：千円） 
収  入  の  部 

科     目 決   算 

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 9,323,302 

手 数 料 収 入 401,373 

寄 付 金 収 入 65,462 

補 助 金 収 入 1,313,503 

資 産 売 却 収 入 3,414 

付 随 事 業 ・ 収 益 事 業 収 入 303,018 

受 取 利 息 ・ 配 当 金 収 入 29,579 

雑 収 入 684,463 

借 入 金 等 収 入 0 

前 受 金 収 入 1,685,605 

そ の 他 の 収 入 418,417 

資 金 収 入 調 整 勘 定 △  2,429,700 

前 年 度 繰 越 支 払 資 金 12,018,690 

収 入 の 部 合 計 23,817,126 

支  出  の  部 

科     目 決   算 

人 件 費 支 出 6,919,036 

教 育 研 究 経 費 支 出 2,517,804 

管 理 費 支 出 739,810 

借 入 金 等 利 息 支 出 7,737 

借 入 金 等 返 済 支 出 223,867 

施 設 関 係 支 出 1,042,463 

設 備 関 係 支 出 536,328 

資 産 運 用 支 出 100,000 

そ の 他 の 支 出 601,751 

資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 981,149 

翌 年 度 繰 越 支 払 資 金 12,109,479 

支 出 の 部 合 計 23,817,126 

事業活動収支計算書 

（平成29年4月1日から平成30年3月31日まで） 

（単位：千円） 

教
育
活
動
収
支 

科     目 決   算 

事
業
活
動
収
入
の
部 

学 生 生 徒 等 納 付 金 9,323,302 

手 数 料 401,373 

寄 付 金 65,522 

経 常 費 等 補 助 金 1,293,591 

付 随 事 業 収 入 303,018 

雑 収 入 682,251 

教 育 活 動 収 入 計 12,069,057 

事

業

活

動 
支

出

の

部 

人 件 費 6,872,102 

教 育 研 究 経 費 4,329,429 

管 理 経 費 908,091 

徴 収 不 能 等 0 

教 育 活 動 支 出 計 12,109,622 

教 育 活 動 収 支 差 額 △ 40,565 

教
育
活
動
外
収
支 

科     目 決   算 

事
業
活
動 

収
入
の
部 

受 取 利 息 ・ 配 当 金 29,579 

そ の他の 教育 活動外 収入 0 

教 育 活 動 外 収 入 計 29,579 

事
業
活
動 

支
出
の
部 

借 入 金 等 利 息 7,737 

そ の他の 教育 活動外 支出 0 

教 育 活 動 外 支 出 計 7,737 

教 育 活 動 外 収 支 差 額 21,842 

経 常 収 支 差 額 △ 18,723 

特
別
収
支 

科     目 決   算 

事
業
活
動 

収
入
の
部 

資 産 売 却 差 額 2,340 

そ の 他 の 特 別 収 入 70,471 

特 別 収 入 計 72,811 

事
業
活
動 

支
出
の
部 

資 産 処 分 差 額 15,263 

そ の 他 の 特 別 支 出 6,439 

特 別 支 出 計 21,702 

特 別 収 支 差 額 51,109 

基 本 金 組 入 前 当 年 度 収 支 差 額 32,386 

基 本 金 組 入 額 合 計 △ 1,117,431 

当 年 度 収 支 差 額 △ 1,085,045 

前 年 度 繰 越 収 支 差 額 △ 9,649,379 

翌 年 度 繰 越 収 支 差 額 △ 10,734,424 

（参考）  

事 業 活 動 収 入 計 12,171,447 

事 業 活 動 支 出 計 12,139,061 

  

 

貸借対照表 

（平成30年3月31日） 

（単位：千円） 
資  産  の  部 

科     目 決   算 

固 定 資 産 50,685,774 

流 動 資 産 12,806,138 

資 産 の 部  合 計 63,491,912 

負  債  の  部 

科     目 決   算 

固 定 負 債 

 

3,144,141 

流 動 負 債 3,150,025 

負 債 の 部  合 計 6,294,166 

純  資  産  の  部 

科     目 決   算 

基 本 金 67,932,170 

繰 越 収 支 差 額 △ 10,734,424 

純 資 産 の 部 合 計 57,197,746 

負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計 63,491,912 

 


